


 

クリスマスおめでとうございます！  
                                理事長 島しづ子 

この季節には次の讃美歌を口ずさみます。 

「世界ではじめのクリスマスは ユダヤの田舎のベツレヘム 

宿にも泊まれず家畜小屋で  マリアとヨセフの二人だけ 

 赤子のイエス様 草の産着（うぶぎ） 揺りかご代わりの飼い葉桶 

やさしい笑顔に見守られて 恵みの光が照らすだけ 

グローリア グローリア グローリア グローリア イン エクセルシス デーオ」  

この歌は街の華やかなクリスマスとは違って、クリスマスの本質を表現していると思います。

この讃美歌が語るのは、イエスがあまり歓迎されないで生まれ、お祝いに駆けつけた人々も

世の中からはあまり重んじられなかった人々だったということです。 

クリスマスには悲しい思い出もあります。私たちには心からクリスマスをお祝いできない時

もあるのではないでしょうか。皆が喜んでいるのに、喜べない。悲しい出来事や将来への不

安やどうしたら歩みだせるかわからない時でもあります。私はクリスマスのたびにこの一年

に家族や親しい友人を亡くした人を思います。一緒にクリスマスを祝いたい、でも「おめで

とう！」って声をかけにくい。そんな時、「あなたは一人ぼっちじゃないよ！私もいるよ、

何よりもイエス様もそうだったよ！」って語り掛けたいです。 

今年もメンバーや御家族にとって困難が多い一年でしたが、嬉しいこともたくさんありま

した。デイケアでは活発な活動が行われ、楽しい体験をして頂きました。支えて下さった皆

さま、メンバー、アシスタントに心から感謝致します。今年もメンバーたちは心身の不自由

さを忍耐して生き、喜びや楽しいことにすばらしい笑顔で答えてくれました。実に良く働い

てくれました。命がけで息し、食し、排泄しているのですから。 

エゼキエル書 34章に神が「イスラエルの牧者・王」に対して非難する言葉があります。4

節「お前たちは弱いものを強めず、病めるものをいやさず、傷ついたものを包んでやらなか

った。」（だから）16 節「わたしは（神）失われたものを尋ね求め、追われたものを連れ戻

し、傷ついたものを包み、弱ったものを強くする。」この言葉の中に王たる者の役目は支配

ではなく、共同体の中の弱くされたものをこそ守るべきことと預言者が認識していたことが

わかります。画家ベン・シャーンがこう記しています。「いかなる国によるにせよ、あらゆ

る原子兵器の実験に断固として反対です。この感情は、地球が、結局はそのうえに住むあら

ゆる人々のものである、ということなのです。したがって、どんな人間も、またどんな人間

のグループも、地球のどの部分にせよ、それを生存不能の場にする権利をもっていません。

―中略―わたしは個人の神聖と優越を信じ、また人間のうちの最下層のものの生命と安全が、

もっとも偉大で重要な人間のそれと同等な価値をもつものであることを信じます。（「世界名

画全集 続編 16 平凡社 1962年所収」1962年 4月 20日）この思想は普遍的な真理では

ないでしょうか。これからも知恵を出しあい助け合って歩みたいものです。 

皆さま、今年もありがとうございました。お健やかによき新年をお迎え下さい。 
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◆ 2012 年度第１・２回定例会報告 ◆ 
 

５周年記念イベントを終えて、更に愛実の会の将来の展望について考える場として、今年

度定例会が９月２９日(土)と１１月２４日(土)の２回開催されました。 
 

報 告  愛実の会の現状～将来へ 

会計状況としては、補助金カットや給付金等の単価変更により経営面での不安があり

ましたが、上半期は予算をやや上回るペースで来ています。要因は生活介護のサービス

提供が伸びていることから、現場アシスタントの頑張りが大きいと思われます。 

一方、居宅介護については、以前から課題とされてきましたが、通所のためのホーム

ヘルプ必須のケースやメンバーの障がいの重度化、親の高齢化、それに伴う緊急時対応

等、生活介護を継続利用していくためのサービスの必要性の声が出されています。また、

ショートステイやケアホームなど将来への課題は大きく、愛実の会の生活介護中心の仕

組み（人の動き）からは現状のキープで手いっぱいであり、すべてのニーズに対応して

いくことはとても困難であります。様々な制度及びメンバーを支えるネットワークと連

携をしながら、愛実の会として今後の取り組むべき課題を明確にして行くことを確認し

ました。 次回定例会３月 
 

その他、定例会より新年会について例年通り成人の祝いと合わせて開催することが決定

しました。年始にみんなが集まる大切な機会として今後も実施していきます。 

日時：２０１３年１月３１日(木) 於、フレンチレストラン エルダンジュ 

 

◆ 防災の取り組みについて ◆ 
 

ＮＰＯ愛実の会への常日頃のご支援、お力添えをいただき、感謝申し上げます。 

防災用品も、おかげさまで徐々に揃えさせていただいております。各部署にヘルメットや

備蓄水等の非常持出品を常備し、共用の持ち出し品（救急用具、非常食、発電機等）も少

しずつ揃えることが出来ました。 

 防災訓練では、9月に港消防署員をお招きして、東南海地震と津波の最新の知見や、応

急担架を用いた搬送法の講習を受けました。この講習会を受けて、大津波警報が出た際に

避難する場所として、隣のマンションだけでなく他の場所へも避難できるよう、柔軟に考

えようと検討しています。 

緊急地震速報が出た際に、どのように行動するかを、デイ開催中や送迎中などの想定場

面ごとに策定してきましたが、まだ机上の計画に過ぎません。できれば、実際にメンバー

とともに避難訓練を行いたいと考えていますが、これを今後の課題としております。 

まだまだ不備な点も多々ありますが、皆様のご協力の元、解決していきたいと考えてい

ます。今後とも皆様の応援をお願いいたします。 
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＜メンバーの思い＞ 

「楽しむ」 

田中 良枝                                   

先日母から、楽力（らくりょく）ってどんな意味か知ってる？と聞かれました。ちょ

っと考えましたが、よくわからなかったのでパソコンで調べてみました。その意味は、

学習 創造 仕事などの活動を楽しむことのできる能力と書いてありました。 

わたしは、今まで人形劇を続けてきて思うことがあります。それは、みんながいつも

一生懸命取り組んでいることです。そういった事が、励みにもなります。そして、観に

来てくれている人達が、笑顔になってくれると私たちも元気になれます。公演が終了し

た時には、お客さんたちの拍手をもらい私も笑顔になります。 

時々悩むこともありますが、仲間のみんなと話しているうちに、何だか忘れてしまっ

たりもします。でも、やっぱり自分で考えて納得します。 

 これからもいろいろあると思いますが、楽しむことのできる力があれば、きっと楽に

過ごせる気がします。 

 

 

＜協力者の思い＞ 

「笑顔」 
アシスタント 西川 嘉奈子 

 

 紙風船の人達といろいろな御縁があり、みなさんと出会え、とても嬉しく思っていま

す。紙風船には水・土の週 2回来ており、その他の日には訪問介護の仕事を続けていま

す。訪問時間は介護認定により決まり、30分または 1時間利用している人が多いです。

訪問先の自宅へ伺い、一般状態を観察し、医療的ケア（注射や点滴、痰の吸引、胃ろう）

や排せつ面などの介助や指導、低栄養や運動機能の低下を防ぐアドバイスやリハビリ、

床ずれ防止の工夫や指導、内服薬のセットと確認など、その人に応じた看護をしていま

す。少しでも異常があれば、速やかに医師に連絡し対処します。そして医師、ホームヘ

ルパー、ケアマネージャーなど他職種の方との連携も重要となります。利用者さんの中

には終末期を迎えている人、難病をもった奥さんを介護する御主人さん、認知症をもっ

た人など様々な人がみえます。みなさんがにこやかな表情を見せて下さったり、家族が

献身的に介護している姿を見ると、私の方が力をもらって元気が出てきます。 

 紙風船ではユーモアのあるジョークを言い合ったり、笑い合ってる姿が多くあり、自

然と笑顔になり大好きです。 

出会うみなさんが笑顔で、安心して生活できるよう、力になりたいと思います。 

これからも、よろしくお願いします。 
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思い出に守られて生きる 
                                    南  寿樹 
 

 「思い出に守られて生きる」という言葉を聞いたとき初めは「思い出にしがみつくなど、

なんて後ろ向きな言葉だろう」という印象を持ち、「未来に向かって前向きに生きるべきでは

ないか」と反論したくなった。 

この言葉は先日行われた大府養護学校の文化祭での高等部の発表の中の言葉。その発表は

例年ながら映画を取り入れた演劇であり、今年は「新・ピーター＝パンの冒険」であった。 

「10 年後の自分に手紙を書こう」という宿題をもらい、「どんな大人になっているんだろう

…」と悩む男の子。「むしろ、大人になんかなりたくない」と言う男の子に対してピーター・

パンが共に冒険をした後、現実の世界に戻る途中でメッセージを言う。 

「これだけは、忘れないでほしい。人は思い出に守られて生きるってことを」「何かを大切に

した思い出、何かに夢中になった思い出、人はその思い出に守られて生きるんだ」 

 劇を見終わって、「確かに自分もそうだった」と共感し、さわやかな気持ちになれた。 

ただ、この時自分は「思い出」という言葉を「自分のことを受け止めてくれる人がいて、自

分がここにいることを周りの人が心から喜んでくれているという実感のある思い出」と置き

換えた。 

大府養護学校は、地元の学校でうまく人間関係を作ることができず、自分の思いを受け止

められず、禁止語（だめ）と命令語（しろ）の嵐の中で「自分はだめな人間だ」という自己

否定感を持っている子が多い。（つらいね）私は、その子たちの中にある深くて暗い不安を思

うといつも胸がつまる。その不安は、「見捨てられる恐怖」と言い換えることができるのでは

ないか。高垣忠一朗（立命館大）は「人間にとって一番つらいことの一つは、見捨てられ【無

視】されること。とりわけ、自分の身近な、親密な関係がほしい人々に見捨てられ、無視さ

れることほどつらく恐ろしいことはない。」と書いている。（「生きることと自己肯定感」新日

本出版社） 「授業中歩き回る」「授業を妨害する」「指導を無視する」・・・教師にとって困

った問題行動は「注意・関心を引き、関わってもらいたい」という自分の存在を認めてほし

いというサインではないか。「困っているのはその子自身。問題行動を発達要求ととらえよう」

と竹沢 清（日福大）は言う。ならば、教育は意図的にその子が安心でき活躍できる位置と

役割を作り、認められる体験をたっぷりと用意すればよいのではないか。そこで身に付けた

自信が自己肯定感を形成していくはずだ。 

 文化祭の舞台上で発表し終えたときの顔は、どの子も生き生きとしていた。問題行動の多

かった健太（小４）も前日の練習では見事に演技発表をした。しかし当日は退院(※大府養護

学校は小児医療センターへ通院している子どもたちが通っている)のため欠席になり「もう１

日退院が伸びれば、みんなに見てもらえたのに…発表させてあげたかったね」と同僚は悔や

んだ。そこには「見捨てられる恐怖」とは真逆の「しっかり受け止められ、認められる誇り」

を持たせたいという熱い思いがあった。その自分を誇りに思えるような思い出が大きな支柱

となり生きる元気、そして社会に巣立つ自立心へとつながると確信する。キャリア教育の真

髄はズバリそこにある。 

――高等部の劇の話に戻る。現実の世界に戻ったというか、夢から覚めた男の子が友だちに

言う。 

「未来の自分への手紙にはこんな風に書くよ。大切な思い出をいっぱいつくってきましたか

って」 

「10年後の自分を支えているのはきっと今の自分なんだ。大事なことは今を生きるってこと

だよ」     

仲間と思い出をつくろう…「心に残らない日なんて１日だってなかった」と言えるように！ 
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